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2019年度活動と評価 

 取組内容 
中長期計画（2019年度～2023年度） 2019 年度 

達成目標 活動指標 計画 実績 評価 

１ 出前講座等 

出前講座等の講座名や内容を

年度初めに情報公開し、活用

について積極的に働きかけ

る。 

年度初めに情報公開 

高校にアンケート調査 

毎年５件ずつ増加 

２０２３年度 １５０件 

・講座名や内容を年度初め

に情報公開する。 

・高校からの依頼数が増え

るよう取り組む。  

・目標１３０件 

・２０５件実施した。 

・県内高等学校へ周知し、

各現場からの依頼に応じ

て出前講座を実施した。 

B 

例年通りの実施で、特に新たな

取り組み等は実施できなかっ

た。次年度は分野区分を分かり

やすくするなどの改善を図りた

い。 

２ 合同進学説明会 

共同で高校に出向いて進学説

明会を実施する。 

 

毎年 1校ずつ増加 

業者主催の説明会との

差別化 

２０２３年度 ７校 

・目標４校 

・学部・学科等に係る分野

別説明会の実施を検討す

る。 

・４校で実施した 

・高校の希望に応じて、高

校が指定する学部・学科等

の説明を行った 

A 

目標とする４校での実施が図ら

れた。実施高校からのご意見等

を踏まえ、改善可能な点につい

ては、改善を図る必要がある。 

３ 公開授業参観日 

中・高校生等の知的好奇心醸

成のため、公開授業参観日を

実施する。 

参加大学等を毎年増

やし全大学等の参加を

めざす 

２０２３年度 

２回(土・日曜日) 

事業計画の検討・作成・決

定 

・実施形態、実施方法など

を検討した。 

・次年度はまず 1回の公

開授業参観日を実施する

こととした。 

B 

今年度は実施計画を検討し概ね

大枠の協議を終えた。次年度か

ら計画的に実施し、中高生への

知的好奇心醸成に貢献したい。 

４ 公開講座 

生涯学習の観点から、大学等

の知的財産を地域の人々に提

供する。 

内容の充実を図る。 

各大学等独自開催の

公開講座に加え、年 1

回共同開催 

・２０２０年度実施をめざし

て、講座内容等を検討す

る。 

県内大学等より２０１９年

度、２０２０年度に実施して

いる公開講座情報を参考

に検討した。 

Ｂ 

具体的な講座内容、日程につい

てはこれから検討する予定であ

る。 

５ 
自治体への情報

提供 

県内自治体が企画・開催する

行事への積極的参加・支援を

行う。 

年度当初に情報提供

を依頼 

大学等は積極的に参

加 

・県内自治体が企画・開催

する行事への積極的参加・

支援を行う。 

・自治体への依頼文書発

送等を行う。 

７月５日付けで県内 17自

治体に対して県内大学等

の情報提供先一覧とともに

依頼した。 

Ａ 

計画通り依頼した。情報提供件

数については把握できていな

い。 

６ 
大学発香川県ガ

イドの作成 

大学等の知的財産を活用し

て、香川県の魅力を伝える。 

１校当たり２〜３件の執

筆、約２００ページのガ

イド本を作成 

・２０２１年度発刊を目指し

て、内容を検討し、執筆を

依頼する。 

・１校当たり２〜３件の執筆

依頼、全２００頁をめざす。 

香川県の魅力につながる

研究に関して情報収集を

行った。 Ｃ 

掲載内容が固まっておらず次年

度に繰り越しとなった。 

ガイド本作成に係る予算計画が

立っていないことが課題となって

いる。 

７ 合同企業説明会 

県や経済団体と連携して、就

職を支援する。 

 

年２～３回開催 

参加学生数を毎年１０

人ずつ増やす 

近年減少傾向にある参

加者数を増加に転じる 

・既存の説明会への参加
者が増えるよう取り組む。 
・２０１９年度目標５５０人。 
・２０２０年度新形式での説
明会開催をめざして検討す
る。 
 

・既存の説明会への参加
者を増やすための活動
は、できていない。 
・新形式の説明会を検討す
るために経済団体と協議し
ている。 

Ｄ 

香川県中小企業中央会、香川県

商工会連合会、香川県商工会議

所連合会、香川県就職・移住支

援センターと協議し、新しい取り

組みを前向きに検討することとし

ている。 
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 取組内容 
中長期計画（2019年度～2023年度） 2019 年度 

達成目標 活動指標 計画 実績 評価 

８ 
インターンシップ

の推進 

経済団体と連携して、学生の

企業に対する理解を深め、若

者の県内定着増加に資する。 

参加学生数を増やす 

２０２３年度 １２５０人 

・参加学生数 目標１０５０

人 

・事業計画の検討・作成・

決定 

目標を達成するための活
動が十分にできていない。
インターンシップ事業を検
討するために経済団体と
協議中である。 

Ｄ 

香川県中小企業中央会、香川県

商工会連合会、香川県商工会議

所連合会、香川県就職・移住支

援センターと協議し、新しい取り

組みを前向きに検討することとし

ている。 

９ 
キャリア形成等プ

ログラム 

社会人のキャリア形成および

県内産業の活性化に資する。 

香川県との共同事業が２０１９

年度で終了。２０２０年度に新

体制で実施する。 

２０２３年度 

３校参加 受講者１１人 

新事業計画の検討・作成・

決定 

２０１８年度入塾生４名が

修了した。 

Ｄ 

これまでの事業は２０１９年度を

もって終了した。後継事業につ

いては目途が立っておらず抜本

的な見直しが必要である。 

１０ 単位互換 

学生のニーズに合った科目を

開講し、受講人数を増やす。 

２０２３年度に講座数７５０、受

講者２０人をめざす。 

２０２３年度 

講座数７５０ 

受講者２０人 

・７０７講座、受講者数４人

をめざす。 

・学生ニーズを調査、研究

する。 

・卒業単位認定への活用

等について検討する。 

講座数 ７０７講座 

受講者数  ４人 

A 

当初の計画を着実に実行してお

り、十分な成果が期待できるが、

学生のニーズに応えられるよう、

さらに検討する必要がある。 

１１ ＦＤ・ＳＤ活動 

ＦＤ・ＳＤ活動を共同開催する。 

 

２０２３年度 

共同開催５回 

受講者数１４０人 

毎年 1回ずつ増加 

受講者は毎年 30 人ず

つ増加 

 

事業計画の検討・作成・決

定 

10月 8日(火)にバリアフリ

ー支援の啓発を兼ねてパ

ラリンピアン 2名を香川大

学に招き、トークショー（共

催）を開催した。 

全参加者 65名中、コンソ

ーシアム構成機関からの

出席者 60名。（香川大学

以外 4名） 

B 

一般公開ではなかったこともあ

り、開催機関である香川大学か

らの出席者は多いが、その他の

構成機関からの出席者が少な

かった。 

１２ 
リスクマネジメント

への取組 

リスクマネジメントへの取組み

を検討する。 

２０２０年度以降 

研究会・協議会等の年

２回の開催 

・共同開催できるよう内容

等を検討する。 

 

 

2月 7日（金）に「災害と法

-自然災害における法的紛

争の諸相-」のセミナー（共

催）を FD・SD活動と兼ね

て香川大学で開催した。 

全参加者 38名中、コンソ

ーシアム構成機関からの

出席者 11名。（香川大学

以外 3名） 

 

B 

香川大学以外の構成機関から

の出席者が少なかった。 
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 取組内容 
中長期計画（2019年度～2023年度） 2019 年度 

達成目標 活動指標 計画 実績 評価 

１３ 国際交流 

国際交流活動を共同開催し、

各大学等の外国人学生の交

流の場を設ける。 

県内の国際交流機関等と連携

する。 

２０２３年度に共同開催

２回、参加者７０人をめ

ざす 

・共同開催できるよう内容

等を検討する。 

・２０２０年度の１回実施を

目指す。 

共同開催に向けて、関係

機関との個別打ち合わせ

を行った。 Ｂ 

大学コンソーシアム香川の知名

度が低く、連携協力を得るのが

難しい。国際交流関係協議会等

で協力要請をする必要がある。 

１４ 広報活動 

「大学コンソーシアム香川」や

大学等のホームページ、メディ

ア等を活用して広報活動を積

極的に行う。 

広報活動を通じて、県内大学

等への進学増加や若者の県

内定着に繋げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンキャンパスの

共同広告 

年１回新聞に掲載 

共同広告年１回新聞に掲

載 

四国新聞に共同広告を掲

載した。（７月１日） 

Ａ 

予定通りに共同広告を掲載でき

た。また、リニューアルしたホー

ムページにも掲載できたが、実

施状況を掲載していればより広く

周知できたものと考える。 

高校にパンフレットスタ

ンド設置を推進 

設置状況を年間３回確

認し補充 

パンフレットスタンドへの資

料補充等に努める。 

新たな設置は０校であっ

た。 

（設置校数 １９校） 

パンフレットスタンドへの資

料補充については、各大

学等が個別に点検補充し

た。 

Ｃ 

県内の高校４２校中、１９校に設

置できている。大学等への進学

希望生徒が少ない高校において

は設置が難しく、今年度新たに

設置することができなかった。 

資料補充についてはコンソーシ

アムとして組織的に動くことがで

きなかった。 

「キャンパスガイド」を

作成し、高校生や中学

生等に配布 

１万１千部作成 

県内高校２年生、県内中

学校の全学級、県及び各

市町教育委員会、中高の

校長会等に配布 

（県東京事務所、大阪事務

所、ふるさと回帰支援セン

ターにも送付） 

９月に「キャンパスガイド」

を１１，０００部作成し、県

内高校生等に配布した。 

高校４２校 ８，８０５部 

中学校７３校 １，４４０部 

県高校長会、中学校長会

において説明し活用をお願

いした。 

教員対象の「キャンパスガ

イド」利用マニュアルも作

成した。 

Ａ 

予定通り作成・配布できた。ま

た、高等学校長や中学校長に直

接説明できたことで有効な活用

に繋がるものと考える。 

「大学コンソーシアム香

川」のホームページをリ

ニューアルし、内容を

充実する。 

年間５０件以上の掲載 

・ホームページのリニュー

アル 

・５０件以上の掲載 

ホームページを７月にリニ

ューアルした。 

掲載件数 １５件 

Ｂ 

比較的早期にリニューアルでき

た。 

掲載件数については、今年度は

ほとんどの事業において計画年

次に当たるので、掲載できる記

事が少なかった。 
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 取組内容 
中長期計画（2019年度～2023年度） 2019 年度 

達成目標 活動指標 計画 実績 評価 

2024 年度の自県大学進学者

の割合 目標  21％ 

県内大学卒業生の県内就職

率 目標 52％ を決定した。 

データの分析・検討会

の開催 

年 1回以上 

2019年度に 2021年度以

降の自県大学進学者の割

合及び県内大学卒業生の

県内就職率の目標を決定 

自県大学進学者の割合 

17.7％ 

県内大学卒業生の県内就

職率 

40.5％ 

 

Ｃ 

2024年度の目標達成に向けて

諸取組を充実させ、分析・検討を

継続して行う必要がある。 

 

【評価】 

Ｓ：当初の計画を超え、目標を上回る顕著な成果が得られている。 

Ａ：当初の計画を着実に実行してきており、目標に対し十分な成果が期待できる。 

Ｂ：当初の計画をほぼ実行できているが、一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成に継続した努力が求められる。 

Ｃ：当初の計画について半数以上の取組について未達であり、取組や目標に関して一定の見直しが必要である。 

Ｄ：当初の計画を大幅に下回っており、目標の達成見込みがないため、計画に関する抜本的な見直しが必要である。 

 


